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◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

０
１

月
１

５
日

( 日
) ～

１
６

日
( 月

)  
 

◇
参

加
者
；
山

上
皓

一
郎

、
川

島
 

功
、
前

田
 

正
、
大

江
加

予
子
・
徳
子

徳
子

徳
子

徳
子
、
 

田
中

田
中

田
中

田
中
稔

昭
、
椎

木
 

尭
( 以

上
会

員
) 。

山
上

山
上

山
上

山
上
智

英
、
森

口
一

郎
・

緑
、

鶴
岡

 
栄

、
小

川
千

寿
( 以

上
ビ

ジ
タ

ー
) 。

 
１

２
名

。
 

 

０
１

０
１

０
１

０
１
月月 月月
１
５

１
５

１
５

１
５
日日 日日

( 日日 日日
)  

 
 
 

 
 

 
 
曇

り
時

々
晴

・
一

時
雪

 

懇
親

会
場

の
長

良
川

温
泉

「
十

八
楼

」
へ

は
、

新
宮

組
( ８

名
) ・

田
中

氏
 

は
、

自
家

用
車

、
そ

れ
以

外
の

方
は

Ｊ
Ｒ

を
利

用
。

 

気
象

庁
か

ら
前

日
よ

り
大

寒
波

の
南

下
で

、
岐

阜
・
愛

知
・

三
重

県
の

平
 

野
部

に
も

大
雪

警
報

が
出

て
い

る
。
朝

に
は

、
新

宮
地

区
に

も
う

っ
す

ら
積

 

雪
し

て
い

て
、
め

っ
た

に
な

い
積

雪
で

ビ
ッ

ク
リ

す
る

と
共

に
、
こ

れ
か

ら
 

岐
阜

迄
の

走
行

が
心

細
く

心
配

に
な

る
。

 

山
上

車
・

大
江

車
( 川

島
・

前
田

同
乗

) は
、

山
路

・
サ

ー
ク

ル
Ｋ

で
合

流
 

し
、

阿
田

和
ピ

ネ
で

古
稀

慶
祝

者
の

真
砂

民
雄

氏
( 母

の
介

護
で

欠
席

) か
ら

 

差
入

れ
し

て
下

さ
る

蜜
柑

箱
(1

5
㎏

) を
託

る
。

 

心
配

し
た

尾
鷲

、
紀

伊
長

島
周

辺
は

、
新

宮
地

区
よ

り
積

雪
が

無
く

安
堵

 

す
る

。
奥

伊
勢

P
A

で
休

憩
し

て
、

道
路

情
報

を
確

認
す

る
と

、
名

古
屋

高

速
道

と
東

名
阪

道
( 伊

賀
IC

～
関

IC
) が

通
行

止
め

に
な

っ
て

い
る

。
 

桑
名

東
IC

か
ら

降
り

て
一

般
国

道
を

走
行

す
る

し
か

な
い

と
思

っ
た

が
、

亀
山

P
A

で
道

路
パ

ト
ロ

ー
ル

員
に

確
認

す
る

と
名

古
屋

西
・

清
洲

東
IC

迄
は

、
現

在
走

行
可

能
で

あ
る

事
を

確
認

出
来

た
。

 

鈴
鹿

IC
辺

り
か

ら
雪

が
ち

ら
つ

き
、
路

肩
の

雪
が

急
に

多
く

な
り

、
路

面
は

シ
ャ

ー
ベ

ッ
ト

状
に

な
り

、
速

度
規

制
・

時
速

５
０
㎞

と
な

る
。

 

ス
リ

ッ
プ

車
も
散
見

さ
れ
渋
滞

す
る

が
、

桑
名

東
手

前
か

ら
解
消

す
る

。
 

田
中

氏
か

ら
名

古
屋

西
を
過
ぎ

た
時
点

で
、
宿
泊
先
近

く
の
コ
メ
ダ
珈
琲

店
に
着

き
、
店
内

で
待
機

す
る

と
連
絡

が
あ

る
。

 

 
 

 

積
雪

の
亀

山
P

A
 

 
 

 
 

 
四

日
市

辺
り

の
高

速
道

の
積

雪
状

況
 

 
 

 

清
洲

東
IC

迄
走

行
出

来
た

の
で

、
約

１
㎞
先

の
清

洲
J
C

T
に

行
け

る

の
で

は
と

走
行

す
る

が
、
閉
鎖

さ
れ

て
い

て
大

口
IC

で
降

り
る

。
 

清
洲

東
迄
戻

り
国

道
２

２
号
線

を
北

上
す

る
。
通

行
量

も
多

く
圧

雪
さ

れ
、

路
面

に
は
殆
ん
ど

積
雪

は
無

い
。

国
道

１
５

６
号
線

に
入

り
、

長
良

川
手

前
で

県
道

2
8
7
号
線

へ
左
折

し
金
華

山
ト
ン

ネ
ル

を
抜
け

、
ロ

ー
プ
ウ
ェ

イ
乗

場
前

に
立
寄

っ
た

が
、
田

中
氏

の
待

つ
コ
メ
ダ
珈
琲
店

が
見

つ
か

ら
ず

宿
泊

す
る

「
十

八
楼

」
駐

車
場

に
１

２
時
半
頃

に
駐

車
す

る
。

 

駐
車

場
は

、
約

１
５
㎝

の
積

雪
で
ホ
テ

ル
従
業

員
が
除

雪
中

で
、
ゴ
ム

長

靴
に
履

き
替
え

る
。
田

中
氏

に
駐

車
場

に
来

る
様

に
伝
え

る
と

、
ロ

ー
プ
ウ

ェ
イ

乗
場

で
待

つ
と

の
事

。
又

、
椎

木
氏

か
ら

新
幹
線

が
遅

れ
て

い
る

と
の

連
絡

が
あ

る
。

 

「
十

八
楼

」
の
フ

ロ
ン

ト
に

行
く

と
堀

会
長

が
既

に
待
機

さ
れ

て
い

て
、
 

１
３

時
か

ら
縄

田
さ
ん

が
岐

阜
城

を
案
内

し
て

下
さ

る
と

の
事

。
 

バ
ー
ミ
ヤ
ン

( 中
国
料
理
店

)) で
食

事
す

る
が

、
登

山
靴

に
履

き
替
え

に
駐

車
場

に
戻

っ
た

前
田

氏
が
食

事
に

来
な

い
。

 

電
話

す
る

と
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ

乗
場

で
田

中
氏

と
合

流
し

た
と

の
事

、
田

中

氏
は
食

事
済
だ

と
思

い
前

田
氏

に
食

事
抜

き
で

、
二
人

で
金
華

山
へ
登

る
よ

う
に
伝
え

た
が

、
待

っ
て

い
た
様

で
食

事
を
終
え

た
大

江
さ
ん

と
一
緒

に
４

人
で

岐
阜
城

を
見
学

。
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縄
田

さ
ん

の
案
内

で
池

田
さ
ん

と
川

島
・

山
上

親
子

、
森

口
夫
妻

の
７
人

で
金
華

山
山
頂

( Ⅱ
△

3
2
8
.9

m
) 、

岐
阜
城

( ７
０
才

以
上

無
料

) を
見
学

し
１

５
時

に
「

十
八

楼
」

に
戻

る
。

 

 
 

 

金
華

山
と

岐
阜

城
 

 
 

雪
化

粧
し

た
岐

阜
城
 

 
金

華
山

・
二

等
三

角
点

 

 

受
付

に
は

、
車

で
来

ら
れ

た
山

口
Ｇ

( 伊
藤

・
林
夫
妻

・
金
光

) と
新
幹
線

の
椎

木
氏

、
大
分

の
加
藤

氏
が
受
付

さ
れ

て
お

り
、
お
互

い
寒

波
の
影
響

を

受
け

た
が

、
無

事
到
着

と
久

方
ぶ

り
再

会
の
挨
拶

を
す

る
。

 

川
島

は
、
岐

阜
Ｇ

の
方

と
懇

親
会

場
の
掲
示
物
等

の
準
備
作
業

を
手
伝

う
。
 

懇
親

会
前

の
講
演

会
は

、
遅

れ
る
人

が
無

く
５

７
名

が
参
集

し
、

１
７

時

半
か

ら
郷
土
史

家
・

西
村
覺

良
先
生

の
演
題

「
古
城

山
の
歴
史

」
で

、
金
鶏

山
の
由

来
は

、
朝

に
鶏

が
鳴

き
登

る
と

、
金

の
卵

が
在

っ
た

こ
と

か
ら
金
鶏

山
に

な
っ

た
そ

う
だ

。
又

、
美
濃

国
守

護
の
土

岐
氏

の
功
績

と
斉
藤

道
三

に

滅
ぼ

さ
れ

る
迄

の
経
緯

を
聴
講

し
た

。
( 添
付
資
料

参
照

) 

第
５

８
回

・
丁
酉
歳

十
二
支

会
例

会
の

懇
親

会
は

、
１

８
時

２
０
分

か
ら

の
開
催

と
な

り
、
冒
頭

に
地
元
歓
迎
挨
拶

が
早

田
道
治

さ
ん

か
ら

あ
り

、
例

会
担
当

は
何

回
あ

る
が

、
岐

阜
で

の
干
支

の
山

の
開
催

は
初

め
て

と
の

こ
と

。
 

黙
祷

は
、

会
員

で
は
物
故

者
の
該
当

者
は

無
い

が
、

木
村
繁
元

会
員

が
ご

逝
去

さ
れ

て
い

て
、
こ

れ
ま

で
の
物
故

者
と
併
せ
ご
冥
福

を
祈
念

し
て
黙
祷

。
 

本
年

の
慶

祝
者

は
、

古
稀

；
池

田
真
由
美

・
森

 
栄
司

・
高

木
基
揚

、
真

砂
民

雄
( 欠

席
) 。
喜

寿
；
伊
藤
禎
洋
・
野
原
龍
夫

。
傘

寿
；
堀
井
昌

子
( 欠

席
) 。

米
寿

；
斉
藤
惇
生

・
山

上
皓

一
郎

。
計

９
名

で
出

席
者

７
名

が
登
壇

。
 

 
 

 
 

西
村

覺
良

先
生

の
講

演
聴

講
 

 
 

 
 

早
田

さ
ん

の
歓

迎
挨

拶
 

 
 

 

堀
会

長
よ

り
丁
酉

の
文
字

入
り
チ
ョ
コ
レ

ー
ト

と
清
水
寺
貫
主

・
森

清
範

揮
毫

の
色
紙

「
金
鶏

山
」
贈
呈

の
ハ
プ
ニ
ン
グ

( 従
弟

の
森

栄
司

氏
が
依
頼

)

が
あ

り
記
念
撮
影

。
登
頂

出
来

な
い

慶
祝

者
・
斉
藤
惇
生

氏
に

慶
祝
金
贈
呈

。
 

 
 

 
 

慶
祝

者
と

会
長

の
記

念
撮

影
 

米
寿

慶
祝

者
と

色
紙

 
 

会
旗

引
継

ぎ
式

 

 会
旗
引
継
ぎ

は
、
林

和
子

・
野

々
部
節

子
両

名
か

ら
堀

会
長

へ
、

会
長

か

ら
古

稀
；

森
 

栄
司

・
池

田
真
由
美

・
高

木
基
揚

氏
へ
引
継
式

が
あ

る
。

 

差
入

れ
は

( 敬
称
略

) 、
清
酒

２
升

；
山

口
Ｇ

・
真

砂
民

雄
・

川
島

 
功

。

清
酒

１
升
；
玉

岡
憲
明
・
堀

 
義
博
・
前

田
 

正
・
山

上
皓

一
郎
・
京
都
Ｇ

・
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大
分
Ｇ
・
島

 
太
世

+
千
代
間
節

子
・
椎

木
 

尭
。
清
酒
４
号
瓶
；
山

田
信
明
・

山
縣

 
忍

。
蜜

柑
；

山
上

皓
一

郎
(2

0
㎏

) ・
真

砂
民

雄
(1

5
㎏

) 。
豆
菓

子
；

鶴
岡

 
栄

+
小

川
千

寿
。
版
画

；
リ
チ

ャ
ー
ド

・
ス

タ
イ
ナ

ー
。

 

林
世
話
人

か
ら

事
務
局

の
連
絡

事
項

が
連
絡

さ
れ

、
河
村

 
清

さ
ん

の
「
乾

杯
」

の
音
頭
発
声

で
開
宴

。
 

 
 

 

河
村

清
さ

ん
乾

杯
の

発
声

！
 

 
 

 
 

 
開

宴
後

の
食

事
 

 新
人
紹

介
は

山
田
信
明

、
新
人

ビ
ジ

タ
ー

( 紹
介

者
) は

、
山

上
智

英
( 山

上
) ・

棚
橋

慶
尚

( 堀
) ・

宮
原
照

昭
+
桜
井
依
里

( 加
藤

) の
計

５
名

の
自
己
紹

介
。

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
新

人
と

新
ビ

ジ
タ

ー
の

自
己

紹
介

 

 腹
ご

し
ら
え

が
一
段
落

し
、

鶴
岡

さ
ん

の
民
謡
踊

り
、

岡
本

さ
ん

の
詩
吟

吟
詠

、
川

島
の

山
形

大
黒
舞

の
唄

が
あ

り
、
お
ひ
ね

り
が
飛
び
盛

り
上

が
る

。
 

 
 

 

鶴
岡

さ
ん

の
踊

り
 

 
 

 
詩

吟
吟

詠
 

 
 

 
 

日
立

ト
ン

コ
節

 

 そ
の
後

、
林

さ
ん

十
八
番

の
日
立

ト
ン
コ
節

に
次

い
で

、
多

く
の
人

が
舞

台
に

上
が

り
、
歌
集

に
よ

る
合
唱

と
な

り
一
層

懇
親

会
が
盛

り
上

が
る

。
 

宴
た
け

な
わ

で
あ

る
が

２
１

時
前

に
、
渡
邊

一
光

氏
の

一
本
締

め
中
締

め

で
一
次

会
の

懇
親

会
が
終
了

。
 

 
 

 

歌
集

に
よ

る
合

唱
 

 
 

 
 

 
 

 
 

渡
邊

氏
の

中
締

め
 

 二
次

会
は

、
カ
ラ
オ
ケ

ル
ー
ム

で
２

２
時
半
過
ぎ
ま

で
、

三
次

会
は
世
話

人
の

部
屋

で
２
４

時
前
ま

で
飲
酒

・
歓
談

さ
れ

た
。
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カ

ラ
オ

ケ
ル

ー
ム

の
二

次
会

 

  
 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 

新
宮

7
:2

0
→

阿
田

和
・
ピ

ネ
7
:5

0
→

8
:1

0
大
泊

IC
→

8
:5

5
紀

勢
大
内

山

IC
→

奥
伊

勢
P

A
→

亀
山

P
A
→
御

在
所

S
A
→

1
1
:0

0
名

古
屋

西
→

1
1
:1

0

平
田

IC
→

R
-2

2
号
線
→

R
-1

5
6
号
線
→

県
道

2
8
7
号
線
→

1
2
:2

5
長

良

川
温

泉
「

十
八

楼
」
→
昼
食
→

1
3
:3

5
金
華

山
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ

山
麓
駅

1
3
:4

5
→
金
華

山
( Ⅱ
△

3
2
8
.9

m
) →

岐
阜
城
→

1
4
:4

5
山
頂
駅
→

1
5
:0

0

「
十

八
楼

」
。

 

1
7
:2

5
講
演

会
1
8
:1

5
→

1
8
:2

0
懇

親
会

2
0
:5

5
→

2
1
:1

0
二
次

会
2
2
:4

5

→
三
次

会
2
3
:5

0
→
就
寝

。
 

 

０
１

０
１

０
１

０
１
月月 月月
１
６

１
６

１
６

１
６
日日 日日

( 月月 月月
)  

 
 
 

 
 

 
 
曇

り
時

々
晴

れ
間

と
小

雪
の

ち
晴

 

遅
く
ま

で
飲
ん
だ

が
、
皆

５
時
半

に
起

き
て

朝
風
呂

へ
。

７
時

か
ら

朝

食
を
済
ま
せ

、
８

時
半

前
に
バ
ス

と
自

家
用

車
１

１
台

が
連

な
り

「
十

八

楼
」

を
出
発

。
北

方
の

山
県
市

の
古
城

山
に
近
づ

く
と

、
晴
間

か
ら

曇
り

空
に

な
り

小
雪
模
様

に
変

る
。

 

大
桑
城
登

山
口

の
標
識

に
導

か
れ

、
老
人
ホ

ー
ム

「
椿

野
苑

」
前

を
通

り
南
麓
公
園
駐

車
場

へ
。
積

雪
約

１
５
㎝

で
先

行
さ

れ
た

岐
阜
Ｇ

の
方

が
、

除
雪

と
ぜ
ん
ざ

い
接
待

用
テ
ン

ト
を
張

る
準
備

を
さ

れ
て

い
る

、
本
当

に

ご
苦
労
様

で
す

。
 

東
側
峠
登

山
コ

ー
ス

は
、
峠

か
ら

の
登

山
道

は
積

雪
が

多
く
難

し
い

と

の
こ

と
か

ら
、
全

員
( ３

３
名

) 南
麓
コ

ー
ス

( 標
高

８
５
ｍ

) か
ら
登

る
こ

と

に
な

る
。

 

ス
パ

ッ
ツ

を
着

用
し

、
十
二
支

会
旗

を
持

つ
森

氏
を
先
導

に
隊
列

を
作

り
、

は
じ

か
み
林

道
分

岐
で
左
側
林

道
へ

と
進
む

。
 

 
 

 

会
旗

先
導

で
出

発
 

 
 

は
じ

か
み

林
道

分
岐
 

 
林

道
か

ら
の

登
山

口
 

 林
道

か
ら

古
城

山
登

山
道
標
識

地
点

か
ら

積
雪
約

２
０

～
２

５
㎝

の

山
裾
登

山
道

へ
と
登

る
。

急
な
斜

面
で

は
ジ
グ
ザ
グ

な
登

山
道

と
な

る
。
 

こ
の
頃

に
は

、
山

県
市

の
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ

に
罹

っ
た
鶏
処
分

の
取

材
ヘ

リ
の
音

が
絶
え

な
い

。
 

 
 

 

平
坦

な
登

山
道

で
休

憩
 

 
 

岩
門

( 番
所

跡
)  

 
 

 
主

尾
根

に
登

り
捲

く
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先
頭

は
、

積
雪

の
重
み

で
枝

が
垂

れ
下

が
り

、
雪

を
払

い
落

し
な

が
ら

進
ん

で
お

ら
れ

る
。
伝

; 岩
門

( 番
所
跡

) か
ら

ジ
グ
ザ
グ

に
主

尾
根

に
登

り

尾
根

を
捲

い
て

下
る

と
、
程

な
く

国
盗

り
物
語

の
霧
井
戸
分

岐
で

あ
る

。
 

馬
場

・
左

下
の
曲
輪
跡

を
過
ぎ

る
と

、
峠

か
ら

の
分

岐
。
此
処

か
ら

急

斜
面

で
ト
ラ

ロ
ー
プ

が
敷
設

さ
れ

て
い

る
。
登

る
と

平
坦

に
な

り
臺
所

( 台

所
) 跡

が
あ

り
、
直

ぐ
に
土

岐
氏

の
石
碑

と
祠

前
の
天
主
臺
広

場
に
着

く
。
 

 
 

 

 
霧

井
戸

分
岐

 
 

 
 

大
桑

城
天

守
閣

が
見

え
る
 

会
旗

先
導

者
が

山
頂

到
着
 

 右
上

に
高

さ
約

５
ｍ

の
ミ
ニ
チ
ュ
ヤ

大
桑
城
天
守
閣

が
あ

り
、
左
横

を

通
り
祠

上
に

出
る

と
金
鶏

山
「

( 古
城

山
) 点

名
；

大
桑
城

山
」

山
頂

に
 

１
１

時
０

８
分

に
到
着

。
二
等

三
角
点

を
囲
み
万
歳

三
唱
！

 

 
 

 

山
頂

前
落

雪
で

雪
ま

み
れ

 
 

山
頂

に
到

着
 

 
 

 
 

狭
い

山
頂

に
集

合
 

慶
祝

者
に

慶
祝
金

が
渡

さ
れ

、
林

和
子

さ
ん

か
ら

日
本
海

、
大

江
徳

子

ち
ゃ
ん

か
ら
太

平
洋

が
祝
杯

に
注

が
れ

、
飲
干

し
各

自
毎

に
記
念
撮
影

。
 

 
 

 

 
万

歳
三

唱
！

 
 

 
祝

杯
と

日
本

海
・

太
平

洋
 

米
寿

慶
祝

者
の

山
上

さ
ん
 

 

 
 

 

慶
祝

者
の

記
念

撮
影

 
 

登
頂

者
全

員
の

記
念

撮
影

 
新

宮
Ｇ

の
記

念
撮

影
 

 慶
祝

者
全

員
及
び
登
頂

者
全

員
の
記
念
撮
影

を
済
ま
せ

、
山
頂

は
細

長

く
狭

い
の

で
祠

前
に

下
り
乾
杯

を
す

る
。

 

積
雪

も
多

く
在

り
、

下
山

し
て
テ
ン

ト
内

で
食

事
を

す
る

事
に

な
り

、

ヤ
ッ
ホ

ー
の
掛
け
声

を
し

て
１

１
時

３
５
分

に
下

山
す

る
。
下

山
す

る
頃

に
は

、
曇

時
々
青
空

の
晴

れ
間

が
見

ら
れ

る
天
候

に
回
復

す
る

。
 

踏
み
固

め
ら

れ
た

雪
道

で
滑

ら
な

い
様

に
、

気
を
付
け

て
、

休
憩

無
し
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で
下

山
し

た
。

 

 
 

 
 

 

祠
前

の
天

主
臺

広
場

で
乾

杯
！
 

下
山

前
の

ヤ
ッ

ホ
ー

 
 

下
山

時
の

横
断

幕
で

 

 

林
道

の
「

さ
ら
ば

 
ま

た
逢

う
日
ま

で
」
横
断
幕

に
出
迎
え

ら
れ

、
駐

車
場

の
ぜ
ん
ざ

い
接
待
テ
ン

ト
に

１
２

時
２

５
分

に
到
着

。
最
後

尾
の

山

上
さ
ん
達

も
元

気
に

１
２

時
４

５
分

に
下

山
さ

れ
た

。
 

岐
阜

の
女
性

会
員
等

は
、
山
頂

に
登

ら
ず
接
待

の
準
備

を
し

て
下

さ
り

、

テ
ン

ト
内

の
椅

子
に
座

り
昼
食

と
ぜ
ん
ざ

い
の
接
待

を
受
け

る
。

 

今
回

の
例

会
実

施
の
裏

方
と

し
て
準
備
並
び

に
接
待

を
し

て
下

さ
っ

た
岐

阜
Ｇ

の
皆
様

に
感
謝

と
御
礼

を
申

し
上
げ
ま

す
。

 

 
 

 

 
最

終
下

山
者

 
 

 
 

ぜ
ん

ざ
い

接
待

用
テ

ン
ト

 
 

ぜ
ん

ざ
い

の
接

待
 

 

 

帰
路

は
、
山

上
車

は
、
森

口
夫
妻

が
岐

阜
に
赴
任

し
て

い
た

家
辺

り
に
立

寄
る

こ
と

か
ら
別

行
動

に
な

る
。

 

積
雪

規
制

も
殆
ん
ど
解
除

さ
れ

、
美
濃
Ｉ
Ｃ

か
ら

東
海
北
陸

道
、
名

古
屋

高
速

道
を
経

て
名

古
屋

西
か

ら
東

名
阪

道
に

入
り

、
御

在
所
Ｐ
Ａ

で
休

憩
し

て
、

真
砂

さ
ん
宅

に
立
寄

り
１

８
時

に
帰

新
し

た
。

 

山
上

さ
ん
達

は
、

１
９

時
半

に
無

事
帰

新
さ

れ
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 

「
十

八
楼

」
8
:2

5
→

9
:2

0
登

山
口
駐

車
場

9
:3

0
→

9
:4

5
林

道
か

ら
山

道
登

 

山
口
→

1
0
:3

5
番
所
跡
→

1
0
:5

5
霧
井
戸
分

岐
→

1
1
:0

8
金
鶏

山
山
頂

1
1
:2

5
 

→
石
碑
･
祠

前
の
天
主
臺
広

場
1
1
:3

5
→

1
2
:2

5
登

山
口
駐

車
場

( 昼
食

・
ぜ

 

ん
ざ

い
接
待

)1
3
:3

0
→

1
3
:4

0
美
濃

IC
→

1
4
:0

8
一

宮
IC
→

1
4
:2

0
名

古
 

屋
西

J
C

T
→
御

在
所

S
A

( 休
憩

) →
1
6
:1

0
紀

勢
大
内

山
IC
→

1
7
:0

0
大
泊

 

IC
→

真
砂
宅
・
前

田
宅
・
川

島
宅
→

1
8
:0

0
新

宮
。

( 走
行
距
離

走
行
距
離

走
行
距
離

走
行
距
離
；
５
４

０
㎞

) 。
 

  
会
費

；
1
人

６
，

０
０

０
円
／
人

( 車
代

+
土
産
代

) 

 

( 写
真

；
大

江
・

山
上

・
川

島
。

 
記

 
川

島
) 
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